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２）地域への効果 

地域への効果としては、あつま森林むすび

の会として、某会社の社有林の森林整備をし、

間伐材をほだ木として、しいたけ農家に販売

するなど地域の他の一次産業との関係を深め

ている。また、教育委員会と連携して週１回

放課後児童クラブの活動の場ともなってい

る。馬搬を活用した新しい林業に興味を持つ

大学生、高校生などが他県から訪れることも

多く、他地域から人を呼び込むことにつなが

っている。 

 

 ��������� 株式会社－野々宮秀樹氏 

１）�������� 株式会社概要 

�������� 株式会社は、地域資源を循環

的に継続させる放牧による牧草和牛の一貫生

産牧場、精肉店、飲食店、卸売業などをワン

ストップで経営する会社である。創業者は

野々宮秀樹氏（42歳）で、1978年和歌山県出

身、元金融職である。 

野々宮氏の事業のポイントは、畜産業界へ

の異業種参入であること、海外輸入の飼料に

頼った畜産の在り方から、放牧による地域資

源の循環の中での畜産経営に転換させている

点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年４月１日には、国内外での和牛振興

を目的に、国内全和牛種すべて（４種）を一貫飼

育し、商談も現地でおこなえる、世界初の滞在型

生産商談施設「和牛メゾン（����	
 ���
��）」

構築のため、北海道厚真町と用地の賃借に関

する長期契約を締結している。 

  

（表２）西埜馬搬 データ 

 

 

 

 

 

 

（出所）ヒアリングにより筆者作成 

（表３）���������株式会社 データ 

 

 

 

 

 

 

 
 

（出所）ヒアリングにより筆者作成 

（写真１）馬をひく西埜氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）西埜氏より提供 

（写真２）馬と子供たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）西埜氏より提供 
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２）地域への効果 

地域への効果は、次の通りである。日本の

畜産は、生産と販売が分離していることが一

般的であり、顧客ニーズの生産現場へのダイ

レクトな伝達や、生産情報の顧客への高度な

情報伝達が実現しにくい状況になっていた。 

そこを飼料栽培から精肉レストラン経営、

卸売業までをすべて自社で行うしくみにし、

和牛生産、なかでも牧草和牛生産のすべてを

体系的に見学、理解できる施設を構築し、国

内外のバイヤーや消費者などに自然体験を通

じ生産情報を開示するしくみを構築した。 

こうしたしくみを、地域に浸透させ、地域

における生産者と消費者がつながった新しい

和牛文化の確立をねらっている。 

 

 株式会社たのしい－堀田祐美子氏 

１）株式会社たのしい 概要 

次は、原木しいたけを食卓に直接届ける販

売の会社を立ちあげた堀田祐美子氏（42歳）

を紹介する。堀田氏は2018年に厚真町の起業

支援に関する補助制度などを利用し、会社の

立ち上げに至る。 

その背景には、農家に嫁ぎ初めて原木しい

たけ栽培の世界に触れる中で、手間をかけて

作っている原木しいたけの価格が下がり担い

手が減少している現実を知ったことがある。

そこで、堀田氏は、原木しいたけの生産現場

の情報をＨＰや交流を通して消費者に伝えな

がら、直接に販売する会社を立ち上げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）地域への効果 

堀田氏が消費者に伝えたいことは、自然（特

に林業）との循環の中で、人の丁寧な手をか

けながら作る原木しいたけの価値である。そ

の価値を伝えるためにＨＰの充実、直接に消

費者と交流する機会を設けるなどの工夫をし

ている。 

現在の課題は、加工品などの商品ラインナ

ップが少ないので増やすことである。さらに

今後の展望は、自家農園の農産物だけではな

く厚真町で生産されている他の農産物の販売

（表４）株式会社たのしい データ 

 

 

 

 

 

 

（出所）ヒアリングにより筆者作成 

（写真４）堀田祐美子氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）堀田氏より提供 

（写真３）調印式の様子 
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（出所）野々宮氏より提供 

会社名 株式会社たのしい

所在地
〒059−1623

北海道勇払郡厚真町新町37ー１

代表取締役 堀田祐美子

事業内容 農産物の加工・販売・およびこれらの受託

設立/資本金 2020年1月31日/2,000,000円

従業員 2名

2020年度売上高 1,728,198円
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も行うことである。 

地域において原木しいたけ農家と消費者が

つながる場を創造することで、新たな農業の

価値の提案を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

以上、本稿では北海道厚真町におけるロー

カルベンチャーの誕生と支援について紹介し

た。ローカルベンチャーの動きが「チャレン

ジをし続ける地域」の象徴となり、様々な人

を呼びこむ要因となっている点に注目をした

い。 

今後、これらのローカルベンチャーの動きが、

地域の経済循環にどのような効果をもたらすの

かについて、今後の展開を注視していきたい。 
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（写真５）子供たちとの交流イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）堀田氏より提供 


